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今回はホスピタリストのコンセプトの最もコアな
部分に迫る内容といえます。病棟管理業務におけ
る，「個人」「チーム」「組織」のあり方を，フォー
カスを変えて論じつつも，それぞれがかかわりあ
い，連続するものとしてとらえようとした構成に
特徴があります。どこから読んでも，全体像につ
ながるキーワードや視点が得られる工夫がなされ
ており，新しい気づきにつながればと思います。
改めて創刊号から受け継がれたトピックもありま
す。創刊から 7年がたち，実践的な取り組み，具
体的な方法論が充実してきていることが感じられ
ます。ホスピタリストの守備範囲は「イチロー型」
にたとえられることも多いですが，投打で全体像
を形づくってしまう「大谷翔平型」のホスピタリ
ストが活躍できる次の時代も，すでに始まってい
るのかもしれません。雑誌としても，また次に向
けた通過点としていきたいと思います。大幅に刊
行が遅れましたことをお詫び申し上げます。
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2021年第1号（Vol.9 No.1）（3月発行）

 1． 免疫総論
 2． SLE：分類基準の変化と病態の理解
 3． Sjögren症候群：分類基準の変化と病態の理解
 4． 側頭動脈炎とGCAの違い
 5． 比較的まれな血管炎症候群
 6． IgG4関連疾患
 7． 抗リン脂質抗体症候群（APS）
 8． 妊娠と膠原病
 9． 成人発症Still病（AOSD）
 10． 家族性地中海熱（FMF）の臨床
 11． mimickers：TAFRO，Trisomy 8，Castleman，IVL
 12． 反応性関節炎：感染症と膠原病のはざま
 13． サルコイドーシス：サルコイドーシス肺外病変を主に
［コラム①］セントロメア抗体とシェーグレン
［コラム②］免疫学から考える1 mg／kgのステロイドの減量法
［コラム③］irAEと膠原病
［コラム④］クリオグロブリンとクリオフィブリノーゲン血症

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

よくわからないと相談されたケースのなかから解決できる疾患をみつけ
ていくことも，ホスピタリストの役割の1つです。そのなかで膠原病は，
比較的まれであるがゆえ，多くのホスピタリストにとっても苦手意識が強
い領域かもしれません。しかし，できれば，「膠原病関連疾患かもしれな
い」という理解レベルを超えて，ある程度の特定の疾患を想定して迫れ
るようになることが理想です。さらに，専門医の思考回路も想定したうえ
で上手にマネジメントしていく姿勢があると，より上級のホスピタリスト
とよべるのではないでしょうか。
本誌で「膠原病」を取り上げるのは2回目となります。今回は前回扱え

なかった，自己炎症系疾患や，採血だけでは診断が困難な自己抗体が陰
性の疾患を中心に取り上げます。そして，分類基準だけでは終わらずに，
疾患のコアな部分や，歴史を含めた背景，感覚的に膠原病っぽいと感じ
るポイントの言語化を目指しました。
検査をして「陽性なので病気」ではなく，病態が合っているので病気

であろうと認識する。だからこそ医師が専門性のある職種であることが
わかるでしょうし，一方では，実際に境界領域に悩みながら，患者を良
くしていこうと試行錯誤する存在でもある。この領域は実に人間味があ
って面白い領域であることを，是非ともお伝えしたいと思います。
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